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資料 運営11-4

電磁界情報センター
平成24年度業務実績の概要

電磁界情報センター

2013.3.21 第１１回運営委員会

1.情報収集・調査

1-1.電磁界関連情報（1次情報）の収集

• 新聞記事検索会社、コンサルタント会社等への委託契約による情報収集および
職員による市民団体機関誌購読、イベント参加などによる情報収集

（報道記事約110件、研究動向約280件、社会動向約90件収集）

1-2. 1次情報の詳細調査

• 職員、コンサルタント会社等による文献調査、関係者インタビュー、現地調査

（実績）

 スイス連邦環境局／電磁過敏症に関するレポート

 カナダにおけるスマートメーター電磁界問題の現状

 ドイツにおける送電線建設計画

 オランダ及びノルウェーにおける磁界規制の動向調査

平成24年度情報調査業務の概要（1/3）

電磁界情報センター1
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電磁界情報センター

2-2.報道等の内容精査

• 補足が必要と思われる以下の記事について、ホームページへの補足説明の
掲載や、記事を掲載したメディアに意見書を提出した。

【実績】

○ホームページ

• 2012年5月24日の朝日新聞朝刊「被曝 見えぬ実態」（補足説明）

○意見書

• 2012年4月6日の東洋経済オンライン「ケータイの電磁波は健康に悪影響
なのか―初の全国シンポジウムが開催」

平成24年度情報調査業務の概要（2/3）

2.情報整理・評価

2-1.電磁界データベースの整備（詳細別ページ）

• 学術論文や社会動向情報の登録2,748件（累計6,840件）〈H25.3.15現在〉

2

電磁界情報センター

平成24年度情報調査業務の概要（3/3）

3.磁界レベルに関する調査
• 磁界測定プロジェクトチームで検討および実施（詳細は別ページ）
(1) 自動車 (2) 電気自動車用充電器

4.「電磁過敏症」に対する検討
• 第7回電磁界フォーラム「 ～電磁過敏症：臨床および実験的研究の現状～

を開催し、一般の人の電磁過敏症に関する理解向上を図った。
これにより、本検討は完了。（フォーラムの概要は別ページ）

3
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1.情報提供ツールの整備

1-1.ホームページ
• 最新情報の随時提供（3/6現在：更新回数92回）。

• 見やすさ向上のため昨年度に引き続きホームページのリニューアルを実施
した。（詳細別ページ）

1-2.パンフレット

• 電磁界問題についてパンフレット〔基本編〕よりも詳しい内容を知りたい方を
対象に、電磁界の健康影響に関する解説集を作成した。（詳細別ページ）

• WHO発刊「電磁界のリスクに関する対話の確立」の日本語への翻訳ならび
に出版する権利をWHOから得て、ホームページへの掲載と一部の関係事
業者に配布した。

1-3.ニュースレター・メールマガジンの発行
• ２ヶ月に１回ニュースレターを発行（通算25号発行）。

• 「低レベルの超低周波磁界ばく露と小児白血病発症に関する研究提言」や
国土交通省令「鉄道における磁界規制動向」などを掲載した。

1-4.わかりやすい情報提供ツールの開発
• 「磁界の可視化」ツール（実験ツール）を開発中
• 「電磁波とは？ 」「身のまわりの磁界の大きさは？ 』等をわかりやす

く説明するツール（映像）を開発中

平成24年度情報提供業務の概要（1/3）

電磁界情報センター4

2.双方向コミュニケーションの実践

2-1.問い合わせ対応（詳細別ページ）

• 職員研修によりリスクコミュニケーション能力向上を図った。

• 問い合わせ対応支援システムの利便性向上を目的に改修を行い、活用頻度
の向上による電話対応レベルの標準化を図った。

• マスメディアなどからの取材要請に積極的に対応した（13件）。

2-2. 電磁波セミナーの開催（詳細別ページ）

• 全国10箇所で開催。

2-3.電磁界フォーラムの開催（詳細別ページ）

• 第7回フォーラムを開催。

2-4.階層別啓発活動の検討と実施（詳細別ページ）

• 報道関係者へブリーフィングを実施。

• 「教育現場における電磁界の知識啓発検討会」を開催。

2-5.要請による電磁界説明会（詳細別ページ）

• 教育関係者、自治体関係者、事業者、各種団体への電磁界説明を実施。

平成24年度情報提供業務の概要（2/3）

電磁界情報センター5
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3.リスクコミュニケーション促進活動

3-1.情報の送り手を対象としたリスクコミュニケーション研修の実施

• 事業者電磁界担当者を対象としたリスクコミュニケーション講演会を実施した。

3-2.リスクコミュニケーション事例調査・手法検討

• 海外電気事業者（カナダ）のスマートメーター事業に伴うコミュニケーション事例
調査を実施。

3-3.電磁界に関する市民の認知度調査

• 「電磁界に関する市民の認知度の変化に関する調査（～２６年度）」の中で、

予備調査（子供を持つ女性）実施。現在、分析中。

• 「市民の電磁界のリスク認知に関するweb調査」を実施し、効果的な情報提供

方法についての検討を実施。現在、分析中。

3-4.磁界測定器リスク・コミュニケーション効果検証調査（詳細別ページ）

• リスコミ効果の検証を目的に、平成24年1月から試験的に低周波磁界測定
器の貸出しを開始した。3月6日現在、16名に貸出し。

• 自ら測定する事、そして測定結果を用いたコミュニケーションは、アン
ケート結果からも高評価であったことから、今年度から本格実施に移行
した。

平成24年度情報提供業務の概要（3/3）

電磁界情報センター6

１.賛助会員の獲得

1-1.新規賛助会員募集

• 新規会員１1件（2号会員１件、3号会員1０件）の入会を得た。

• 退会会員１１件（2号会員１件、3号会員10件）

• 総会員数は1号会員1件、2号会員13件、3号会員72件

２.各種委員会の開催

• 運営委員会2回（平成2４年6月2７日・平成2５年3月２１日）実施。

３．規程類の検討・整備

• 業務マニュアル４件を整備した。

４．業務効率化

• サーバ管理会社の変更等により固定費、管理費の削減に努めた。

５．センター内教育の企画・実施

• 新規出向職員への導入教育実施（1名）

• 事業者向けリスコミ講演会聴講（2名）

• 外部リスコミ研修参加（3名）

平成24年度管理業務の概要

電磁界情報センター7
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電磁界情報センター

1.電磁界データベースの整備

2.磁界測定プロジェクトチーム

3.電磁界の健康影響に関する解説集の作成

4.問い合わせ対応

5.ホームページのリニューアル

6.電磁波セミナーの開催

7.電磁界フォーラムの開催

8.階層別啓発活動の検討と実施

9.磁界測定器リスク・コミュニケーション効果検証調査

詳 細 説 明

8

1.電磁界データベースの整備(1/2)

〔データの整備・充実〕

○データの分類 ： わかりやすい分類に見直し

○データの登録 ： 最新公表論文に加え、過去の重要文献を登録

論文以外の文献も海外情報を中心に順次登録

電磁界情報センター9

＝分 類＝ 件数

学術論文 3,946

学術書籍 2

規制・ガイドライン 47

会報・パンフレット 6

官公庁 79

その他 12

合 計 4,092

＝分類＝ 件数

学術論文 6,457

国際組織刊行物・国外公文書等 273

国内公文書 58

規制・ガイドライン・技術指針 28

一般書籍・報告書 17

その他 7

合 計 6,840

平成24年2月時点 平成25年３月15日現在
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1.電磁界データベースの整備(2/2)

再構築後の画面

電磁界情報センター10

〔実施内容〕 データベースの再構築

・ データベース国際化、利便性向上 ：データベースの英語対応、検索・情報出力機能

・ ランニングコストの削減 ：管理会社の変更

2.磁界測定プロジェクトチーム(1/3)

〔背景〕

• 新たに普及しつつある技術（太陽電池、電気自動車、LED電球など）の
磁界レベルに関する問い合わせが増加傾向にある。
(平成22年度 26件,平成23年度 29件,平成24年度 58件)

• 磁界発生源によっては、測定結果が未公表なもの、公表済みでも測定方
法が曖昧なものがある。多様な問い合わせに対処するため、独自に磁界
測定あるいは評価を実施しておく必要がある。

〔目的〕

• 発生源からの磁界を正しく測定し、その結果をわかりやすく公表する。

〔体制〕

• 磁界測定に造詣の深い外部専門家（伊坂先生：徳島大学名誉教授）を含
めたプロジェクトチームにて実施した。

電磁界情報センター11
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2.磁界測定プロジェクトチーム(2/3)

学会での発表（予定）

○ 電気学会 全国大会 （H25.3：名古屋）

○ BioEM2013 （H25.6:ギリシャ）

電気学会 発表原稿

電磁界情報センター12

〔実績１〕

自動車内の磁界測定結果の集約及び公開

2.磁界測定プロジェクトチーム(3/3)

○ 対象

普通充電器

急速充電器

○ 測定位置

充電器付近

ケーブル

供給口付近

測定の概要

平成24年3月末
までの実施予定

電磁界情報センター13

〔実績２〕

自動車研究に精通した機関の協力のもと実施

電気自動車用充電器からの磁界測定

測定状況
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電磁界情報センター

個人のニーズ（関心領域・知識レベル）に的確に対応した情報提供を行える

よう、電磁界の健康影響に関する解説集を作成した。

3.解説集の作成(1/2)

14

カテゴリー領域 項目数

電気工学 23

研究 17

健康リスク評価 4

電磁界ばく露規制とリス
ク管理

7

リスクの認知 3

国際機関とその活動 9

電磁干渉の問題 2

電磁界情報センター

3.解説集の作成(2/2)
〔作成例〕ばく露評価に関する解説

15
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〔平成20年11月～平成25年2月〕

平成24年度

電磁界情報センター

4.問い合わせ(1/5)

年度
件数

[月平均]
通話時間

[平均]

21年度 321 [26.8]

22年度 643 [53.6] 169h40m [18分]

23年度 715 [59.6] 203h36m [19分]

24年度 568 [51.6] 172h15m [22分]

平成21年度 平成22年度 平成23年度平成20年度

16

電磁界情報センター

周波数別問合せの割合（平成24年度）

4.問い合わせ(2/5)

17
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電磁界情報センター

内容別問合せの割合
（平成24年度）

4.問い合わせ(3/5)

18

4.問い合わせ(4/5)

〔鉄道（リニア含む）・自動車（EV含む）・太陽光発電に関する問合せ実績〕

電磁界情報センター19
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電磁界情報センター

メディア 回数 主な取材元

テレビ ０回 ―

新聞 １０回
読売新聞、毎日新聞、朝日新聞、日本経済新聞、
共同通信、西日本新聞、北國新聞、教育家庭新聞

週刊・月刊誌 ３回 週刊東洋経済、リクルート(妊すぐ)

その他 ０回 ―

4.問い合わせ(5/5)

〔取材対応〕

20

〔取材内容〕

4

17

1

電磁波全般

電力設備

携帯電話・基地局

セミナー

電磁界情報センター

5.ホームページのリニューアル(1/4)

改善前 改善後

① トップページのデザイン見直し

21
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電磁界情報センター

5.ホームページのリニューアル(2/4)

改善前 改善後

22

② FAQの内容充実 【項目数の増（58→124）】

回答内容の評価を追加

関連するFAQ表示を追加

磁界測定器の貸出

身のまわりの電磁界

説明会等の講師派遣

ジェイクくんのなっとく！電磁波

5.ホームページのリニューアル(3/4)

電磁界情報センター23

③ コンテンツの追加 (1/2)
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身のまわりの電磁界
公開されている磁界測定値をわかりやすい形で提供

作成イメージ

5.ホームページのリニューアル(4/4)

電磁界情報センター24

③ コンテンツの追加 (2/2)

電磁界情報センター

6.電磁波セミナー（初級者向け説明会）の開催

〔H24年度実績〕

о日本全国で合計10回

開催月 開催都市 参加者数 開催月 開催都市 参加者数

4月 福岡 127名 9月 金沢 28名

5月 青森 32名 12月 高崎 22名

6月 鳥取 19名 1月 那覇 43名

7月 札幌 53名 2月 徳島 27名

8月 松本 33名 3月 京都 68名

合 計 452名電磁波セミナー

25
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51.6

48.7

39.3

34.7

39.317

32.5

23.0

17.0

6.1

1.5

59.2

55.7

42.5

39.6

38.4

36.7

29.9

15.0

8.8

0.9

0% 50% 100%

携帯電話

電子レンジ

送電線・配電線・変電所など

家電製品

ＩＨ（電磁調理器）

パソコン

携帯電話基地局

特に心配していない

その他

無回答

あなたは、日ごろ電磁波の発生源として、次のものを心配していますか。

累計(n=1816)

H24年度(n=341)

心配している電磁波の発生源

電磁界情報センター26

※3/19京都セミナー除く

※回答率：参加者384名の89％

電磁波セミナーのアンケート結果（1/5）

16.1

19.9

19.6

25.2

37.0

51.9

41.6

54.5

2.1

7.0

1.5

4.1

0.3

0.9

0.6
0.3

41.1

13.5

31.7

8.5

3.5

6.7

5.0

7.3

0% 50% 100%

セミナー開始前

セミナー終了後

セミナー開始前

セミナー終了後

非常にそう思う そう思う そう思わない 全くそう思わない わからない 無回答

電磁界情報センターの印象

電磁界情報センター

18.7％

UP

18.5％

UP

電磁波セミナーのアンケート結果（2/5）

27

Q: 電磁界情報センターにどのような印象を持っていますか（持ちましたか)

①信頼できる組織である

②専門性のある組織である
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14.4

20.5

12.6

18.8

34.6

47.5

35.5

51.0

5.0

8.5

5.6

6.5

0.6

1.8

1.2

1.8

40.5

14.1

39.9

13.2

5.0

7.6

5.3

8.8

0% 50% 100%

セミナー開始前

セミナー終了後

セミナー開始前

セミナー終了後

非常にそう思う そう思う そう思わない 全くそう思わない わからない 無回答

電磁界情報センターの印象

電磁界情報センター

Q: 電磁界情報センターにどのような印象を持っていますか（持ちましたか)

19.0％

UP

21.7％

UP

電磁波セミナーのアンケート結果（3/5）

28

③公正・中立な立場で情報
提供している

④市民とのコミュニケーション
を大事にしている

20.5

10.9

43.7

35.5

8.8

5.6

15.0

31.1

10.0

11.4

2.0

5.5

0% 50% 100%

セミナー開始前

セミナー終了後

電磁波の健康影響についてどのように感じますか。

非常に心配 心配 わからない 心配でない 全く心配でない 無回答

全体満足度

電磁界情報センター

心配度の変化（セミナー前後）

21.0％

DOWN

電磁波セミナーのアンケート結果（4/5）

29

18.5 61.0 15.5
0.9

4.1

0% 50% 100%

今回ご参加いただいて、全体として満足いただけましたか。

非常に満足できた 満足できた 満足できなかった 全く満足できなかった 無回答
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「セミナー満足度」と「電磁波の心配度（セミナー終了後）」の関係

電磁界情報センター

非常に
心配

心配
わから
ない

心配で
ない

全く心配
でない

無回答 計

全く満足
できなかった 1 2 0 0 0 0

56
満足

できなかった 11 28 3 8 1 2

満足できた 17 71 13 74 21 12
271

非常に満足
できた 7 15 1 22 17 1

無回答 1 5 2 2 0 4 14
計 177 145 19 341

満

足

度

心 配 度

電磁波セミナーのアンケート結果（5/5）

30

13.2%

36.4%

2.6%

39.3%

電磁界情報センター

7.電磁界フォーラム（中級者向け討論会）の開催

〔H24年度実績〕 電磁界フォーラムを開催（東京会場）

開催回 テーマ 講演者
参加者

数

第7回
（7月）

電磁過敏症：臨
床および実験的
研究の現状

東海大学 医学部 専任教授 坂部 貢 氏
福島県立医科大学 医学部 教授 宇川 義一 氏
電磁界情報センター 所長 大久保 千代次

151名

31

 「電磁界フォーラム」は、様々なテーマを企画して
定期的に開催してきた。

 第8回と第9回は第6回開催「電磁界とプレコーショ
ナリ原則」と内容が重複している。

 第10回「電磁界とリスク・コミュニケーション」の開
催には、更なる情報収集が必要である。

〔今後の予定〕

 定期的な開催は終了する。

 今後は、フォーラムのテーマに適した新たな動向が
発生した都度、検討して開催する。

第１回
(H21/10)

電磁界問題の過去･現
在を知り、 未来を考え
よう

第６回
(H24/3)

電磁界とプレコーショナ
リ原則（Precautionary 
Principle）

第２回
(H21/12)

電磁界の健康リスク評
価 発がん性『２Ｂ』の
意味を 考えよう

第７回
(H24/7)

電磁過敏症：臨床および
実験的研究の現状

第３回
(H22/5,6)

電磁界の健康影響評
価 方法とその解釈に
ついて考えよう

第８回 電磁界の防護基準の
考え方

第４回
(H23/2)

身の周りの電磁界につ
いて理解を深めよう

第９回 各国の電磁界政策

第５回
（H23/9,10）

小児白血病！これから
の研究をどうするか

第10回 電磁界とリスク･コミュニ
ケーション
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〔活動趣旨〕
• 対象の関心にあわせた講演会・説明会を開催し、特定の課題解決や業務等へ

活用頂くことを目指す。

〔H24年度の活動実績〕

（１）報道関係者

• 第7回電磁界フォーラム「電磁過敏症」に併せて、電磁過敏症に関する記
者ブリーフィング開催 。

（２）教育関係者（詳細次ページ）

• 学校教職員用パンフレットを作成。(3/6現在:約3,600部を配布）
• 教育関係の学会・大会への出展とランチョンセミナーを開催。

（３）自治体関係者

• 全国（市）の消費生活・生涯学習窓口へ、講師派遣のダイレクトメールを郵送。

（４）医療関係者

• 公衆衛生学会と衛生学会への出展とランチョンセミナーを開催。

（５）個別要請による講師派遣

• 各種団体からの要請により講師派遣を実施。

（自治体関係3件、事業者1件、各種団体2件 ：合計6件）

• 生活協同組合（一部）へ、講師派遣のダイレクトメールを郵送。

8.階層別啓発活動の検討と実施（1/2）

32

8.階層別啓発活動の検討と実施（2/2）

電磁界情報センター33

区分

概 要 H24年度

名 称 規模 出展
ﾗﾝﾁｮﾝ
ｾﾐﾅｰ

広告 折込

学
校
保
健
関
連

全国養護教諭研究大会 1,000名 ● ●

全国学校保健研究大会 1,200名 ● ●

日本学校保健学会 1,500名 ● ●

全国養護教諭連絡協議会 1,300名 ●

衛
生
関
連

日本公衆衛生学会総会 3,500名 ●

日本衛生学会学術総会 600名 ● ● ●



18

資料 運営11-4

電磁界情報センター

•試験実施期間 ：H24/1～H25/2
•アンケート結果：16件

 効果が確認できたことから、H25/3から本格実施に移行
 貸出用測定器の追加購入：５台 （現在１０台保有）
 今後、ホームページでサービス開始をアナウンス

９．磁界測定器リスク・コミュニケーション効果検証調査

自ら測定した結果に基
づくコミュニケーション
は、満足度が高く、電磁
波に対する過度な心配
は和らぐ傾向となった。

貸出サービスのアンケート結果

測定数値 満足度

心配度

34


